
様式第４号（第５項関係） 

会  議  録 

会議の名称 第１回結城市総合計画審議会 

開 催 日 時 令和７年７月１０日（木）１４時から 

開 催 場 所 市役所４階 大会議室２・３ 

出 席 者 

委 員 

佐藤（仁）委員、土田委員、大里委員、田中委員、小笠原委員、間井田

委員、塩森委員、大木委員、野原委員、鈴木委員、石田委員、高山委員 

※奥澤委員、佐藤（ちさと）委員、菊地委員欠席 

 

事務局 

西條企画財務部長、窪田次長兼企画政策課長、湯山課長補佐兼政策調整

係長、古俣係長、広瀬主任、小山主事 

議   題 

（１）第６次結城市総合計画後期基本計画策定における中間報告について 

（２）計画策定のスケジュールについて 

（３）結城市の現状と課題について 

（４）その他 

公開・非公開 

の別 
公開 

傍聴人の数 １人 

審 議 内 容 

（１）第６次結城市総合計画後期基本計画策定における中間報告について 

 

（主な委員意見） 

〇少子高齢化、人口減少の中では、公共施設や公共団体は縮小していく

計画となると感じた。社会保障費は増大し、財政面も考慮すると新規投

資は難しくなり、選択と集中がより必要となる。産業を発展させ、人々

の定住化と生活向上を図り、地方を維持していく形になると思う。 

 

〇若手職員の提言にもあるように、これからの社会の変化に、現在の総

合計画の仕組みが合っているかについても考えていく必要がある。 

 

（２）計画策定のスケジュールについて 

意見なし 

 

（３）結城市の現状と課題について 

意見なし 



（４）その他 

 

（主な委員意見） 

〇５年前の総合計画策定時にも人口減少については課題にあがっていた

ため、そこから 50 代の富裕層をメインターゲットとした「生涯活躍の

まち構想」という日本版 CCRC を対策として考えてみたところである。

市が管理している土地を賃借することで、地域住民も居住可能となり、

併せて法的な整備を行うことで、欧米の高級住宅街のような街並みを作

り、人を呼び込むことができるのではないか。また、付近に道の駅を整

備のうえ、そこへ腕のいいシェフを招致し、地元野菜を使用したレスト

ランを出店してもらうことで、他と差別化した、今までにない新しい発

想を取り入れた事業展開が望めるのではないか。 

 

〇子どもの教育についてであるが、医学部や東大へ進学できるような中

高一貫校の私立受験を見据えた塾や、連携している小山市辺りに難関校

に入れるような進学校があると安心する層もいるのではないか。 

〇転入が増加している外国人対策として、今からよく準備をして共生社

会を作っていかねばならないと思う。 

 

〇特定健診についてであるが、市として平等に扱うことは原則だが、平

均寿命の統計が芳しくない職種を重点的に対応することにより、とても

平均寿命が延びるのではないか。 

 

〇結城市は地勢的に優位なまちであり、工業団地を作ってもすぐ埋まる

状況である。優位性を十分発揮できないところがあるので、選択と集中

ということは柔軟な考えだと思う。 

 

〇市内巡回バスのルートとして、市内にある診療所や歯科医院を、市役

所と健康増進センターと繋いだルートを作ってみた。車で通えない人が

出てきているので、このようなルートを作ってもらえたらと思う。 

 

〇資料として若手未来職員デザインチームの提言があるが、未来を担う

若い世代が考えたことはしっかりと計画書に盛り込み、後期基本計画、

そして７次総へと歩みを進めていただきたい。 

 

〇沢山の提言に対し、ご意見があったように一点突破が大切ではないか

と思う。一つ重点を決めて力を注いでいくことで、そこから色々なもの

に広がっていくのではないか。 

 



問合せ先 

（事務局） 

結城市役所 企画財務部 企画政策課 政策調整係 

 ＴＥＬ  0296-34-0404（直通） 

 ＦＡＸ  0296-32-7123 

 ｅ－ｍａｉｌ kikaku@city.yuki.lg.jp 

そ の 他 

 

 

 

 


